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特許第 5773415 号「糖化タンパク質の検出方法および糖化タンパク質の検出のためのバイオセンサー

チップ」 

 

ガレクチン３による AGE 代謝制御機構の解
明と診断への応用 
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研究 

概要 

糖尿病をはじめとする様々な生活習慣病を診断するバイオセンサの開発が可能となる、ガレク

チン３による AGE 代謝制御機構の解明と診断への応用 

 

研究シーズの内容 
AGE (Advanced Glycation Endproducts)は様々な種類が存在しているが、本研究室において、ガレクチ

ン３がある特定のAGEを認識する事を明らかにした。本研究が発展する事により、糖尿病をはじめとする

様々な生活習慣病を診断するバイオセンサの開発が可能となる。 

研究シーズの応用例・産業界へのアピールポイント 
糖質関連食品開発、糖質素材開発、調製技術開発、糖質関連物質計測技術開発、生活習慣病計測

 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 

図１ 様々な糖化経路 図２ 様々な AGE の検出 

A: Glucose-AGE, B: CEL, 

C: Glyceraldehyde-AGE, D: Methylglyoxal-AGE 
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